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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第７期

中間連結会計期間
第６期

会計期間
自　2024年７月１日
至　2024年12月31日

自　2023年７月１日
至　2024年６月30日

売上高 （千円） 2,512,555 4,990,639

経常利益 （千円） 312,047 800,898

親会社株主に帰属する中間（当期）

純利益
（千円） 177,798 558,406

中間包括利益又は包括利益 （千円） 177,798 558,236

純資産額 （千円） 2,291,428 2,113,630

総資産額 （千円） 5,813,034 5,784,472

１株当たり中間（当期）純利益 （円） 23.79 75.20

潜在株式調整後１株当たり中間（当

期）純利益
（円） 22.87 73.25

自己資本比率 （％） 39.4 36.5

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 386,868 857,526

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △178,951 △434,280

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △249,842 △193,932

現金及び現金同等物の中間期末（期

末）残高
（千円） 868,954 910,879

（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．当社は第６期中間連結会計期間については中間連結財務諸表を作成していないため、第６期中間連結会計期

間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。

　また、当中間連結会計期間における、主要な関係会社の異動は次のとおりであります。

 

　当中間連結会計期間において、株式会社そよかぜの全株式を取得したことにより、同社を連結の範囲に含めており

ます。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当中間連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

　なお、当社は、前中間連結会計期間については中間連結財務諸表を作成していないため、前中間連結会計期間との

比較分析は行っておりません。

 

（1）財政状態及び経営成績の状況

経営成績の状況

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、インバウンド需要の拡大や雇用・所得環境の改善等を背景に穏やか

な回復が見られるものの、原材料価格の高騰や物価上昇、為替動向等により依然として先行きが不透明な状況が続

いております。

当社グループが属する動物医療業界におきましては、ペット用品市場の堅調さや、家計のペット向け支出が拡大

傾向にある中、ペットの家族化、高齢化を背景にした世帯あたりの動物病院への支出額の増加傾向の基調に変わり

はなく、飼い主の動物医療に対する多様化・高度化要請はますます高まっているものと認識しております。

このような情勢のもと、当社グループは、生き物の命を救い、守り続けることを唯一の目的とする「Animal is

my life」を企業理念として掲げ、ありきたりな医療サービスの提供ではなく、感動を与えられる医療サービスの

提供に努めることで、人と動物がより幸福を感じられる環境を構築し、すべてのステークホルダーの皆さまへ貢献

できるよう、永続的な発展を目指しております。

当中間連結会計期間におきましては、動物病院事業の業容拡大を企図し、2024年８月に埼玉県で動物病院を３病

院運営する株式会社そよかぜを子会社化、2024年９月には東京都八王子市に動物病院を開院し、収益力の強化を図

る等、グループ全体の売上高は堅調に推移いたしました。費用面につきましては、株式会社そよかぜのM&Aに伴う

一時的な費用を計上いたしました。また、経営効率化の観点から2024年11月に東京都港区の動物病院１病院を閉院

いたしました。

以上の結果、当中間連結会計期間の業績は、売上高2,512,555千円、営業利益314,183千円、経常利益312,047千

円、親会社株主に帰属する中間純利益177,798千円となりました。

なお、当社グループの事業セグメントは、動物病院事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載は省

略しております。

 

財政状態の状況

（資産）

当中間連結会計期間末における資産合計は5,813,034千円となり、前連結会計年度末と比べて28,561千円増加い

たしました。

流動資産は1,252,817千円となり、前連結会計年度末と比べて44,429千円減少いたしました。これは主に、商品

が9,117千円増加した一方、現金及び預金が41,925千円、その他流動資産が15,678千円減少したこと等によるもの

であります。

固定資産は4,560,216千円となり、前連結会計年度末と比べて72,990千円増加いたしました。これは主に、のれ

んが82,025千円増加したこと等によるものであります。

 

（負債）

当中間連結会計期間末における負債合計は3,521,605千円となり、前連結会計年度末と比べて149,236千円減少い

たしました。

流動負債は1,167,888千円となり、前連結会計年度末と比べて37,375千円増加いたしました。これは主に、買掛

金が17,697千円、未払消費税等が11,703千円、未払法人税等が18,112千円増加する一方、未払金が4,117千円減少

したこと等によるものであります。

固定負債は2,353,717千円となり、前連結会計年度末と比べて186,611千円減少いたしました。これは主に、長期

借入金が185,370千円減少したこと等によるものであります。

 

（純資産）

当中間連結会計期間末における純資産は2,291,428千円となり、前連結会計年度末と比べて177,798千円増加いた

しました。これは、親会社株主に帰属する中間純利益の計上により利益剰余金が177,798千円増加したことによる

ものであります。
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（2）キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、868,954千円となり、前連結

会計年度末と比べて41,925千円減少いたしました。

当中間連結会計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動により獲得した資金は、386,868千円となりました。これは主に、税金等調整前中間純利益316,895千

円、減価償却費88,786千円、のれん償却額77,943千円、法人税等の支払額102,419千円等によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動により使用した資金は、178,951千円となりました。これは主に、有形固定資産の売却による収入

62,610千円、有形固定資産の取得による支出36,334千円、連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出

201,530千円等によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動により使用した資金は、249,842千円となりました。これは主に、長期借入金の返済による支出231,388

千円等によるものであります。

 

（3）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

当中間連結会計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及び

キャッシュ・フローの状況の分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更は

ありません。

 

（4）経営方針・経営戦略等

当中間連結会計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありませ

ん。

 

（5）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更

はありません。

 

（6）研究開発活動

当中間連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

（取得による企業結合）

　当社は、2024年８月８日開催の取締役会において、株式会社そよかぜの株式を取得し、子会社化することを決議

し、同日付で全株式の取得を完了しております。

　詳細は、「第４　経理の状況　１　中間連結財務諸表　注記事項（企業結合等関係）」に記載のとおりでありま

す。

 

（連結子会社の吸収合併）

　当社は、2024年10月４日開催の取締役会において、当社を吸収合併存続会社、当社の完全子会社である株式会社

ペットメディカルセンター・エイル及び株式会社モデナ動物病院を吸収合併することを決議し、2025年１月１日に

吸収合併を行いました。

　詳細は、「第４　経理の状況　１　中間連結財務諸表　注記事項（重要な後発事象）」に記載のとおりでありま

す。

 

（取得による企業結合）

　当社は、2025年１月６日開催の取締役会において、安田和雄氏より動物病院事業の譲受を決議し、同日付で事業

譲渡契約を締結し、当該契約に基づき事業の譲受を完了いたしました。

　詳細は、「第４　経理の状況　１　中間連結財務諸表　注記事項（重要な後発事象）」に記載のとおりでありま

す。

 

（取得による企業結合）

　当社は、2025年２月５日開催の取締役会において、株式会社バハティーの株式を取得し、子会社化することにつ

いて決議し、2025年２月７日に株式譲渡契約書を締結し、同日付で株式を取得しました。
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　詳細は、「第４　経理の状況　１　中間連結財務諸表　注記事項（重要な後発事象）」に記載のとおりでありま

す。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 31,696,000

計 31,696,000

 

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発行
数（株）
（2024年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2025年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,974,000 7,974,000
東京証券取引所

グロース市場

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

ります。なお、単元

株式数は100株であ

ります。

計 7,974,000 7,974,000 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、2025年２月１日からこの半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は含まれておりません。

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2024年７月１日～

　2024年12月31日
－ 7,974,000 － 107,710 － 232,710
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（５）【大株主の状況】

  2024年12月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

北井　正志 大阪府吹田市円山町 3,291 44.04

J-STAR No.3 SS,LP

（常任代理人　SMBC日興証券株式会

社）

P.O. BOX1350 WINDWARD 3 REGATTA OFFICE

PARK GRAND CAYMAN,KY1-1108 CAYMAN

ISLANDS

（東京都千代田区丸の内１丁目５番１号）

1,175 15.73

J-STAR No.3 JF,LP

（常任代理人　SMBC日興証券株式会

社）

P.O. BOX1350 WINDWARD 3 REGATTA OFFICE

PARK GRAND CAYMAN,KY1-1108 CAYMAN

ISLANDS

（東京都千代田区丸の内１丁目５番１号）

609 8.15

J-STAR No.3 JC,LP

（常任代理人　SMBC日興証券株式会

社)

P.O. BOX1350 WINDWARD 3 REGATTA OFFICE

PARK GRAND CAYMAN,KY1-1108 CAYMAN

ISLANDS

（東京都千代田区丸の内１丁目５番１号）

503 6.74

J-STAR No.3 GF,LP

（常任代理人SMBC日興証券株式会

社）

P.O. BOX1350 WINDWARD 3 REGATTA OFFICE

PARK GRAND CAYMAN,KY1-1108 CAYMAN

ISLANDS

（東京都千代田区丸の内１丁目５番１号）

501 6.71

野村信託銀行株式会社（投信口） 東京都千代田区大手町２丁目２-２ 235 3.15

山下　瞬 大阪府大阪市北区 80 1.07

J-STAR有限責任事業組合2016 東京都千代田区有楽町１丁目13-２ 61 0.83

第一生命保険株式会社 東京都千代田区有楽町１丁目８番12号 60 0.81

モルガン・スタンレーMUFG証券株式

会社
東京都千代田区大手町１丁目９番７号 50 0.68

計 － 6,570 87.92

（注）１．発行済株式（自己株式を除く。）の総数に対する所有株式数の割合は、小数点以下第３位を四捨五入してお

ります。

２．上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は次のとおりであります。

　　野村信託銀行株式会社（投信口）　235千株
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2024年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 500,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,473,000 74,730

権利内容に何ら限定のない

当社における標準となる株

式であります。なお、単元

株式数は100株でありま

す。

単元未満株式 普通株式 1,000 － －

発行済株式総数  7,974,000 － －

総株主の議決権  － 74,730 －

 

 

②【自己株式等】

    2024年12月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株式
数（株）

他人名義所有株式
数（株）

所有株式数の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社WOLVES

HAND

大阪市西区南堀江

三丁目７番22号
500,000 － 500,000 6.27

計 － 500,000 － 500,000 6.27

 

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当中間会計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

(1) 退任役員

役職名 氏名 退任年月日

取締役（常勤監査等委員） 中筋　雅志 2024年９月30日

 

(2) 異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

男性7名　女性0名（役員のうち女性の比率　－％）

 

 

EDINET提出書類

株式会社ＷＯＬＶＥＳ　ＨＡＮＤ(E39640)

半期報告書

 8/23



第４【経理の状況】

１．中間連結財務諸表の作成方法について
　当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28

号。以下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

　なお、当半期報告書は、最初に提出する半期報告書であるため、前中間連結会計期間との対比は行っておりませ

ん。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2024年７月１日から2024年12月

31日まで）に係る中間連結財務諸表について、太陽有限責任監査法人による期中レビューを受けております。
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１【中間連結財務諸表】

（１）【中間連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

（2024年６月30日）
当中間連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 910,879 868,954

売掛金 237,048 240,845

商品 75,814 84,931

その他 75,286 59,608

貸倒引当金 △1,782 △1,522

流動資産合計 1,297,246 1,252,817

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 861,806 854,873

工具、器具及び備品（純額） 216,087 218,443

土地 1,624,408 1,624,408

リース資産（純額） 10,656 6,612

その他（純額） 1,810 631

有形固定資産合計 2,714,770 2,704,969

無形固定資産   

のれん 1,471,068 1,553,094

ソフトウエア仮勘定 93,005 90,365

その他 5,743 10,186

無形固定資産合計 1,569,817 1,653,645

投資その他の資産   

関係会社株式 27,651 25,848

長期前払費用 40,077 36,242

差入保証金 54,862 61,901

繰延税金資産 80,043 77,606

その他 2 2

投資その他の資産合計 202,637 201,601

固定資産合計 4,487,225 4,560,216

資産合計 5,784,472 5,813,034
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

（2024年６月30日）
当中間連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 88,590 106,287

短期借入金 ※ 100,000 ※ 100,000

１年内返済予定の長期借入金 457,734 455,700

リース債務 13,401 11,851

契約負債 17,733 17,264

未払金 247,367 243,250

未払法人税等 127,551 145,663

未払消費税等 49,517 61,221

その他 28,616 26,649

流動負債合計 1,130,512 1,167,888

固定負債   

長期借入金 2,423,347 2,237,977

リース債務 7,576 2,247

資産除去債務 98,878 99,043

繰延税金負債 3,488 8,688

その他 7,038 5,760

固定負債合計 2,540,329 2,353,717

負債合計 3,670,842 3,521,605

純資産の部   

株主資本   

資本金 107,710 107,710

資本剰余金 2,578,997 2,578,997

利益剰余金 △323,077 △145,279

自己株式 △250,000 △250,000

株主資本合計 2,113,630 2,291,428

純資産合計 2,113,630 2,291,428

負債純資産合計 5,784,472 5,813,034
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（２）【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

 （単位：千円）

 
当中間連結会計期間

（自　2024年７月１日
至　2024年12月31日）

売上高 2,512,555

売上原価 1,914,816

売上総利益 597,739

販売費及び一般管理費 ※ 283,556

営業利益 314,183

営業外収益  

受取利息 52

受取販売奨励金 7,712

その他 5,682

営業外収益合計 13,447

営業外費用  

支払利息 11,145

持分法による投資損失 1,390

資金調達費用 2,305

その他 742

営業外費用合計 15,583

経常利益 312,047

特別利益  

固定資産売却益 8,011

特別利益合計 8,011

特別損失  

固定資産除却損 0

減損損失 3,163

特別損失合計 3,163

税金等調整前中間純利益 316,895

法人税、住民税及び事業税 131,459

法人税等調整額 7,637

法人税等合計 139,097

中間純利益 177,798

親会社株主に帰属する中間純利益 177,798
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【中間連結包括利益計算書】

 （単位：千円）

 
当中間連結会計期間

（自　2024年７月１日
至　2024年12月31日）

中間純利益 177,798

中間包括利益 177,798

（内訳）  

親会社株主に係る中間包括利益 177,798
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（３）【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

 （単位：千円）

 
当中間連結会計期間

（自　2024年７月１日
至　2024年12月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前中間純利益 316,895

減価償却費 88,786

減損損失 3,163

のれん償却額 77,943

貸倒引当金の増減額（△は減少） △259

受取利息及び受取配当金 △52

支払利息 11,145

持分法による投資損益（△は益） 1,390

有形固定資産売却損益（△は益） △8,011

売上債権の増減額（△は増加） 4,545

棚卸資産の増減額（△は増加） 4,566

仕入債務の増減額（△は減少） 10,817

未払消費税等の増減額（△は減少） 8,722

その他 △19,369

小計 500,282

利息及び配当金の受取額 52

利息の支払額 △11,046

法人税等の支払額 △102,419

営業活動によるキャッシュ・フロー 386,868

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △36,334

有形固定資産の売却による収入 62,610

無形固定資産の取得による支出 △3,692

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
△201,530

その他 △4

投資活動によるキャッシュ・フロー △178,951

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） △11,267

長期借入金の返済による支出 △231,388

リース債務の返済による支出 △6,878

その他 △307

財務活動によるキャッシュ・フロー △249,842

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △41,925

現金及び現金同等物の期首残高 910,879

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 868,954
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　連結の範囲の重要な変更

　当中間連結会計期間において、株式会社そよかぜの全株式を取得したため、連結の範囲に含めております。

 

（中間連結貸借対照表関係）

 ※ 当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行３行と当座貸越契約を締結しております。

これら契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2024年６月30日）
当中間連結会計期間
（2024年12月31日）

当座貸越極度額の総額 350,000千円 450,000千円

借入実行残高 100,000 〃 100,000 〃

差引額 250,000千円 350,000千円

 

（中間連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　当中間連結会計期間
（自　2024年７月１日

　　至　2024年12月31日）

のれん償却額 77,943千円
貸倒引当金繰入額 386 〃

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとお

りであります。

 
当中間連結会計期間

（自　2024年７月１日
至　2024年12月31日）

現金及び預金勘定 868,954千円

現金及び現金同等物 868,954 〃

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　当中間連結会計期間（自　2024年７月１日　至　2024年12月31日）

１．配当金支払額

　　該当事項はありません。

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後とな

るもの

　　該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループの事業セグメントは、動物病院事業の単一セグメントであり重要性が乏しいため、セグメント情報

の記載を省略しております。
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（企業結合等関係）

取得による企業結合

１．企業結合の概要

（1）被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称：株式会社そよかぜ

事業の内容　　　：動物病院運営

 

（2）企業結合を行った主な理由

　株式会社そよかぜ（以下、「そよかぜ」）は埼玉県さいたま市与野エリアで「そよかぜ動物病院」のブラ

ンドで動物病院を３病院（与野駅前院、南与野院、北与野院）運営しております。そよかぜは各獣医師が得

意分野を有し幅広い診療と専門的で高度な診療が可能な体制を構築しており、年間の手術件数は700件を超え

る実績を有するとともに、さいたま市与野エリアにてドミナント戦略で出店を集中させることで、当エリア

において競合他社が容易に参入できない確固たるブランドを確立しております。

　当社は関西・関東・九州・沖縄エリアにて動物病院を運営しており、今後の出店エリアを拡大していく上

で、埼玉県に強い基盤を有するそよかぜが当社グループに参入することで、北関東エリアへの出店の拡大や

関東エリアの当社運営病院との連携により当社グループの更なる発展が見込めると判断し、株式取得を決定

いたしました。

 

（3）企業結合日

2024年８月８日

 

（4）企業結合の法的形式

現金を対価とする株式取得

 

（5）結合後企業の名称

変更はありません。

 

（6）取得した議決権比率

100％

 

（7）取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として株式を取得することによるものであります。

 

２．中間連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

2024年８月８日から2024年12月31日まで

 

３．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価 現金 280,000千円

取得原価  280,000千円

 

４．主要な取得関連費用の内容及び金額

デューデリジェンス費用等　　　21,000千円

 

５．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

（1）発生したのれんの金額

159,968千円

 

（2）発生原因

今後の事業展開によって期待される将来の超過収益力から発生したものであります。

 

（3）償却方法及び償却期間

15年間にわたる均等償却
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　当社グループは、動物病院事業の単一セグメントであり、主要な顧客との契約から生じる収益を分解した

情報は、以下のとおりであります。

（単位：千円）
 

 
当中間連結会計期間

（自　2024年７月１日
至　2024年12月31日）

一時点で移転される財又はサービス 2,400,349

一定の期間にわたり移転される財又はサービス 112,206

顧客との契約から生じる収益 2,512,555

その他の収益 －

外部顧客への売上高 2,512,555

 

（１株当たり情報）

　１株当たり中間純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のと

おりであります。

 
当中間連結会計期間

（自　2024年７月１日
至　2024年12月31日）

(1）１株当たり中間純利益 23円79銭

（算定上の基礎）  

親会社株主に帰属する中間純利益（千円） 177,798

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純利益

（千円）
177,798

普通株式の期中平均株式数（株） 7,474,000

(2）潜在株式調整後１株当たり中間純利益 22円87銭

（算定上の基礎）  

親会社株主に帰属する中間純利益調整額（千円） －

普通株式増加数（株） 300,230

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり

中間純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結会

計年度末から重要な変動があったものの概要

－
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（重要な後発事象）

（連結子会社の吸収合併）

　当社は、2024年10月４日開催の取締役会において、当社を吸収合併存続会社、当社の完全子会社である株式会社

ペットメディカルセンター・エイル及び株式会社モデナ動物病院を吸収合併消滅会社とする吸収合併を行うことを

決議し、同日付で吸収合併契約書を締結し、2025年１月１日に吸収合併を行いました。

 

１．企業結合の概要

(1)被結合企業の名称及び事業の内容

　名称：株式会社ペットメディカルセンター・エイル

　事業の内容：動物病院運営

　名称：株式会社モデナ動物病院

　事業の内容：動物病院運営

 

(2)企業結合の目的

　経営資源を最大限に活用し、経営の効率化・意思決定の迅速化を目的としています。

 

(3)企業結合日

　2025年１月１日

 

(4)企業結合の法的形式

　当社を存続会社、株式会社ペットメディカルセンター・エイル及び株式会社モデナ動物病院を消滅会社とする吸

収合併

 

(5)結合後企業の名称

　変更はありません。

 

２．実施する会計処理の概要

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　2019年１月16日）及び「企業結合会計基準及び事業分離

等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　2019年１月16日）に基づき、共通支配下の取引と

して会計処理を実施する予定であります。

 

（取得による企業結合）

当社は、2025年１月６日開催の取締役会において、安田和雄氏より動物病院事業の譲受を決議し、同日付で事業譲

渡契約を締結し、当該契約に基づき事業の譲受を完了いたしました。

 

１．企業結合の概要

(1)相手先の名称及びその事業の内容

相手先の名称：安田和雄

事業の内容　：動物病院運営

 

(2)企業結合を行った主な理由

　安田動物病院は1989年から30年以上に渡り兵庫県西宮市において地域密着型での動物医療を提供すると共

に、学術研究にも注力を行い西宮市において確固たる地位を確立しております。

　当社は、関西・関東・九州・沖縄エリアにて動物病院を運営しており、兵庫県内においては現在２店舗を展

開していますが、未出店の西宮エリアにおいて病院を増加させることで、関西エリア内での連携強化及び収益

強化により当社グループの更なる発展が見込めると判断し、事業譲受を決定いたしました。

 

(3)企業結合日

2025年１月６日

 

(4)企業結合の法的形式

現金を対価とする事業譲受

 

 

２．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価 現金 47,000千円
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取得原価  47,000千円

 

３．主要な取得関連費用の内容及び金額

　アドバイザリー費用等　　　3,000千円

 

４．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

　現時点では確定しておりません。

 

５．企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

　現時点では確定しておりません。

 

（取得による企業結合）

当社は、2025年２月５日開催の取締役会において、株式会社バハティーの株式を取得し、子会社化することについ

て決議し、2025年２月７日に株式譲渡契約書を締結し、同日付で株式を取得しました。

 

１．企業結合の概要

(1)被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称：株式会社バハティー

事業の内容　　　：動物病院運営

 

(2)企業結合を行った主な理由

　株式会社バハティーは滋賀県守山市エリアで「守山しっぽ動物病院」を運営しております。守山しっぽ動物

病院は2016年の開院以来、守山市で地域に密着した医療を提供しており、守山市において確固たる地位を確立

しております。また、守山市については京都府・大阪府へのアクセスも良好でありベッドタウンとして注目を

集めており、人口も増加傾向にあることから今後の成長が期待できるエリアであると考えております。

　当社は関西・関東・九州・沖縄エリアにて動物病院を運営しており、滋賀県エリアには現状1病院を有してい

るものの、成長性が期待できる守山市に拠点を設けることにより、関西エリアの基盤強化及び当社グループ病

院との連携により当社グループの更なる発展が見込めると判断し、株式取得を決定いたしました。

 

(3)企業結合日

2025年２月７日

 

(4)企業結合の法的形式

現金を対価とする株式取得

 

(5)取得した議決権比率

100％

 

(6)取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として株式を取得することによるものであります。

 

２．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価 現金 338,470千円

取得原価  338,470千円

 

３．主要な取得関連費用の内容及び金額

　アドバイザリー費用等　　　31,500千円

 

４．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

　現時点では確定しておりません。

 

 

５．企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

　現時点では確定しておりません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書  

 

2025年２月13日

株式会社ＷＯＬＶＥＳ　ＨＡＮＤ

取締役会　御中

 

太陽有限責任監査法人

大阪事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岡本　伸吾

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 戸田　圭亮

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＷＯＬ

ＶＥＳ ＨＡＮＤの2024年７月１日から2025年６月30日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2024年７月１日から

2024年12月31日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利

益計算書、中間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る企業会計の基準に準拠して、株式会社ＷＯＬＶＥＳ ＨＡＮＤ及び連結子会社の2024年12月31日現在の財政状態並びに

同日をもって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載され

ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、

監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

 

中間連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し適

正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表示す

るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を

開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。

また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財務諸表の

注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間

連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報

告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能

性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構成及

び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の結

論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に

ついて報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 
  

（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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